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アルゴリズムが導入されている。                  図 2 デジタルコイル搭載 Ingenia3.0T 
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1) 従来型 SENSEのノイズを考慮したアルゴリズム: MRIスキャンに必ず存在するノイズを考慮 









SENSE Head Coil 
【デジタルコイル】




















dS-SENSE は革新的なハードウェアの進歩に従来 SENSE アルゴリズムの改良を加えた、次世代の
パラレルイメージングである。従来型 SENSE のパフォーマンスはコイルのポジショニングやコイルエ
レメントの選択、あるいは折り返しに注意した FOV の設定など、ユーザーに依存する部分が大きかっ
た。dS-SENSE は、ユーザーがコイルのポジショニング、患者の呼吸動を気にすることなく、完全に
自動でコイルキャリブレーション、dS-SENSE スキャン、dS-SENSE 画像再構成を行い、アーチファ
クトのない画像を提供する。術者の負担軽減、スループットの向上、新しいアプリケーションの開拓に
役立てば幸いである。 
